
令和 7年度

第 3回社会科教育研究部委員研修会
◇日日寺 令不日8年 2月 16日  (月 )14:80～

◇オンライン開催

【次 第 】
進行 :事務長

1 開会の言葉
2 部長講話及び講師紹介
3講 話
。「地図教室」の開催について

国土交通省 国土地理院 中都地方測量部
4議 事
(1)第 3回研究部代表者研修会内容伝達

(2)令和 7年度社会科教育研究部事業報告

(3)令和 7年度決算報告及び会計監査報告

倉田 様

(4)令和 8年度組織及びローテーシヨンについて

(5)令和 8年度事業計画及び予算計画について

(6)令和 8年度夏季研究大会について

5 連絡事項
・令和 8年度委員研修会の持ち方について

6 閉会の言葉

(部長 )

(事務長 )

(会計主任 )

(会計監査委員 )

(部長 )

(事務長 )

(大会担当地区)

(部長 )

令和 8年度第 1回社会科教育研究部委員研修会は、令和 8年 5月 14日 (木 )

年後 2時 30分から Z00M開催で行います。ただし、部長、事務長、副事務長は

静岡県教育会館に参集 します。13ページの通知文書を令和 8年度の地区代表校

長・教員に渡るようにしてください。ミーティング IDやパスコー ドは新年度に

お知らせ します。

令和 8年度の地区代表校長・教員を、 4月 20日 (月 )までに、別紙様式によ

り、令和 8年度研究部長 焼津市立港小学校 多々良 博之校長まで、メール

で連絡 してください。令和 7年度と変更がない場合でもお願いします。

駿東、静岡(湖西地区は 「租税 リーフ担当」の確認もお願いします。

通知文書と別紙様式のデータを、各地区の校長先生に送付します。

アドレス minato_sho@city.yaizu.Igijp電 話 054-624-0210 FAX 054-623-5852



様式 1

令和7年度 社会科 研究部 事業報告書

静教研三人事業

本年度の成果と課題

<鰈 >
・夏季研究大会や委員研修会、成果刊行物を通して、会員それぞれの社会科における研修が深まった。

特に、夏季研究大会では、久しぶりの集合開催が実現し、対面で話し合えたことで協議が盛り上がり、多く

の参加者から好評の声をいただいた。各分科会とも地域教材を活用した魅力ある実践発表で、静岡市の先生

方の授業づくり今の熱意を感じるものであつた。中村先生の講演、静岡市歴史博物館と
コラボレーションし

大会後に見学できたことも大変好評であつた。       ~  ‐ (  ~~  ‐ ― _

。研究成果刊行では、夏季研究大会のまとめと、富士地区と志太地区の授業実践をHPへ掲載した。「ときめき

かかわり 未来へつなぐ」に掲載した北原先生の授業実践を含めて、各先生方の優れた実践に触れることが
できた。HP掲載は、手間や費用の面からも大幅な業務改善になつている。広く会員に周知し、伝えていけ

たらと考える。

研

究

大

会

開催方法 集合開催・会場内一部リアルタイム配信
。オンデマンド配信

日  時 令不日 7年  8月  6日 17k)  9:15 14:55

会  場 静岡市立城内中学校・静岡市歴史博物館

劾 日激 286人 郷 蝕 7 朗 7

内  容

・全体会

・講演会
・雑

等の概要

。研究主題  「社会的事象に主体的に向き合い、よりよい社会のあり方を追究し、
創り上げていこうとする子どもの育成」

・分科会  小学校・中学校に分かれて分科会を開催
′lヽ学校 3年 ,ノよヽ学校4年・′lヽ学校ら年・′lヽ学校 6年

中学校地理・中学校歴史・中学校公民      計 7分科会発表

・講 演  『静岡茶の歴史 ―茶 手揉み流派が誕生するまで―』
講 師  中村羊一郎 氏 (静岡市歴史博物館初代館長)

調

査

研

究

活

動

事 業 名 実施内容 (実施日・会場 。内容 等) 参加者 。人攀

8月

11月
6日 (水)

13日 (木)
14日 (a
13日 (木)
14日 (金)
26日 (水)

11月

11月

夏季研究大会 (静岡)分科会、講演会
各悧研 碑 弱)

全中社研 (大卜反l

東海社研 (二重)

望月邪世

〃

多々良博之

研

究

成

果

刊

行

刊 行 物 名 内  容 刊行部数1頒布先・方法

等

実践収録 夏季研究大会のまとめと各地区 (富士、志太)の
実践を掲載

HPに子′島載



確認事項

1静教研全体への原稿提出物

(1)夏季大会報告 (静岡)→提出済み

(2)研究冊子「ときめき かかわり未来へつなぐ」執筆 (富士)→提出済み

2谷和7年度 研究成果刊行 (研究集録)の確諷→静教研 HPに掲載

(1)各地区の実践 (富士・志太)
。社会的事象の見方・考え方を働かせて追究する授業を目指して  (小 5年 )

井出周平 (富士市立富士川第二小)

。地域教材・地域人材・市の外部機関を活用した授業づくり  (小 4,5,6年 )
～郷上を矢口り、郷土を愛する ましづっ子の育成～

瀧澤寿子、西ヶ谷桃香 (焼滓市立東益滓小)篠田 肇 (焼津市立焼津西小)

(2)見季研究大会の記録 (静岡)※上記 |(I)と 同様でよい。

3今和8年度に向けての役員選出 (※は校長 )

賀茂
担当校長
担当教員 (R9に副事務長)

田方
担当校長
担当教員 (R7に夏季大会 )

東豆
担当校長
担当教員

二島
担当校長
担当教員

駿東
担当校長
担当教員 副部長 (会計監査)※、租税編集委員2年目

沼滓
担当校長
担当教員

富士
担当校長
担当教員

静 岡
担当校長
担当教員

副部長※、副事務長 (R9事務長)、 租税編
(R7に部長 )

集委員2年目

志太
担当校長
担当教員 部長※、事務長 (RIOに夏季大会)

榛原
担当校長
担当教員 会計監査※

小笠
担当校長
担当教員

磐周
担当校長
担当教員

夏 大 実行委員長※

事務局長、会計主任、大会報告執筆者

湖西
担当校長
担当教員 研究冊子執筆者、租税編集委員2年目

Z



ローテーション変更内容と仕事の概略

新 た な 課 題

「夏季大会開催地区」と「部長」「事務長」の地区が重なった場合は調整が必要である。

・令和 11,12年度・・ 。「駿東・沼津」「静岡」

令和 8年度中に調整が必要 と考える。

摯

令和 7年度まで 令和 8年度以降

夏季大会開催地
変更なし (事務局の決定による)

実行委員長 (校長)と 事務局長、会計主任、大会報告執筆者 (教員)を選出。

部長 (検長1)
変更な し

2年任期。仕事内容の把握が一番大変。

副部長 は長2)

部長以外の地区

R6ま で部長地区からも選出し
3人を選出していた

R7か ら部長地区は選出せず、
2人の選出とした。

する。地区の部長と副部長は研究成果物の原稿 (各地区 1点)を編集主任に提出

研修会等での成果物を上げる感じ。

夏季研究大会開催地区と重なつた場合は提出なしとする。

事務長 (教員1)
変更な し

委員研修会の運営、資料作りが主な仕事。部長との連携が重要。

副事務長 (翌年事務長)
変更なし

事務長の仕事内容を確認していけば翌年の事務長の仕事が楽になる。

幹

事

検長 1

※ R8 よ り 選 な く もよ しヽ 」 と 仕事もな しヽ ため選出な「 出 し て 変更 し

R6まで部長、副部長以外から
3人選出

選出なし

教員 1
R6まで事務長、副事務長
を含めて3人選出

選出なし

会計主任

変更なし (夏季大会開催地区から)

おそらく、夏季大会の会計が一番大変だと思う。

その他の会計管理も書類づくり等が面倒と言えば面倒と思われる。

会計監査 触長3)

※3地区から一人ずつ校長を選出しなけれ|ぎならない。

副部長や幹事は兼任 してもよいが、部長は兼任できない。

各地区から選出 副部長が蒸任
部長選出地区は選出が必要

ローテーションする。

部長選出地区と華なつた場合は

調整が必要

第 3回委員研修会に足を運び会計監査を行 うだけ。

編

集

委

員

編集主任

成果刊行物責任者

夏季大会開催地区から選出

大会報告執筆者と兼ねていた
事務長が兼ねる

執筆はない。執筆されたものを集約したりHPにアップしたりする。

大会報告執筆者

変更なし (夏季大会開催地区から)

「静教研だより」9月 号 (夏季大会報告)と HPに掲載する夏季研究大会の

まとめを執筆する。

研究冊子執筆者
変更なし (ロ ーテーシヨンによる)

「ときめき かかわり 未来へつなぐ」 (2ページ分)の執筆を行う。

租税編集委員 6

各地区から教員2X3

〇年目の副部長の地区から選出 O年目の会計監査の地区から選出

任期は 2年志ア ドバイザー的な役割 (感想ミ意見を出す)。 出張はない。



令和 7年度以降の組織ローテーシヨンと役割 2026.2.16

1 役員地区ローテーション
令和 12年度令和 11年度令和 9年度 令和 10年度令和 8年度

静岡※駿東・沼津志太三島・田方磐周 日湖西夏季大会開催地

静東静岡静西音Б長 (校長1)

静岡

静西

静岡

静西

静東

静西

静岡

静東

静東

静西

副部長 は長2)

部長以外の地区

静岡※静東 静西静岡静西事務長 l孝女員1)

静東静西 静岡※静東静 岡副事務長 (翌年事務長)

夏季大会開催地会計主任

各地区 1(部長は不可、副部長は可 )会計監査 は長3)

事務長が兼ねる
編集主任

成果刊行物責任者

夏季大会開催地大会報告執筆者

静東静西静東静岡研究冊子執筆者 静西

編

集

委

員

各地区から小 1中 1各地区から小 1中 1各地区から
′卜1中 1

租税編集委員 6

各地区から教員2X3
の※

　

２

て

役員の役割・ローテーシヨンの注意事項等

※全国小学校社会科大会発表の依頼の可能性がある。原則、前年

実行委員長 (校長)と 事務局長、会計主任、大会報告執筆者 (教員)を選出する。

共同で行うかどちらか単独で行うか地区で協議して決定する。2地区の場合は、
夏季大会開催地

任期は原則 2年。異動等で不可能な場合も当該ブロックから選出する。

社会科研究部を統括する。研究部代表者研修会に参加 し、年 3回の委員研修会を運

全中社、東海社研、税務署等とのや りとりがある。営する。全小社、

部長 (検長1)

蝉 は耳Pに掲載する研究成果物の原稿 (各地区 1点 )を編集主任に提出

ただし夏季研究大会開催地区と重なつた場合は提出なし)する。 (
副部長 (検長2)

年 3回の委員研修会を運営する。資料作成や委員との連絡が主な仕事。事務長 l孝女員1)

事務長 となる前年に、事務長の仕事内容を把握していく。委員研修会に参集する。副事務長 (翌年事務長)

大会の会計はもちるん、役員の旅費や会場費等の会計をまとめる。夏季会計主任

第 3回の委員研修会に参集 し会計監査を行 う。部長は兼任できない。静岡が

外の校長を静岡地区から選出する必要がある。

部長の

ときは、部長以
会計監査 破長3)

県事務局から送られてくる執筆依頼・原稿の書き方等を伝達し、原稿を回収する。編集主任

「静教研だより」 9月 号とHPに掲載する夏季研究大会のまとめを執筆する。大会報告執筆者

「ときめき かかわり未来へつなぐ」2ページ分の執筆を行 う。夏季大会開催地と

重ならないようにする。静東・静西は部長、副部長地区と重ならないようにする。

編
集
委
員

税務署のア ドバイザー的な役割で、送付される租税資料に対して助言をする。

張はない。任期は 2年。各地区の小学校 1人
。中学校 1人、計 6人選出。出

租税編集委員 6

各地区から教員2X3

全国中学校大会も同様。

す

度の夏季大会担当地区が発表する。



静東地区のローテーシヨン

1令和7年度以降の社会科研究部 組織□―テーシヨンについて
○ 音Б長は、大 4地区のローテーションで回す。 (スパンが長すぎるため)

① 富 士 → ② 三 島・田 方 → ③ 駿 束・沼 滓
→ ④ 束 豆・賀 茂

○ 他の副部長、会計監査等は、基本ローテーションで回す。

(令和 H年度以降副部長ローテと会計監査ローテがずれていく。)

① 富 士 →② 三 島 →① 駿 束 →④ 沼 津 →⑤ 田 方
→④ 束 豆 →⑦ 賀 茂

○ 租税編集委員は、今まで
「2年目の副部長担当地区より小中各 1名ずつ選出する。」としていたが、

冨1部長不在の年もあるため、
「2年目の会計監査担碧地区より小中各 1名ずつ選出する。」とする。

※1本来は副部長 「R6富士、R7三島Jであつたが、 「R6三島、R7富士」と入れ替わつている。

※2本来は「R9田方、Rll賀茂」であるが、R9に田方に役割が集中するため入れ替える。

※3「駿東」と「沼津」で、「夏季大会 (実行委員長、事務局長、会計主任、大会報告執筆者)」 と
「部

長」を分担する。令和 8年度までに決めておく。

2静教研夏季大会 東部地区「担当」□―テーシヨン

ZU∠ 0.∠ . 10只 T'T

と

令和 8年度 令和 9年度 令和 10年度 令和 11年度 令和 12年度

夏季大会開催地 三島 田方 駿東・沼津※3

部長 (検長¬) 駿東 B沼津※ 3

副部長 (検長2)

部長以外の地区
駿東 沼津 田方

事務長 l孝女員刊) 賀茂

副事務長 (翌年事務長) 賀茂 富士

会計主任 田方 駿東=沼津※3

会計監査 (検長3) 駿東 沼津 田方 東豆 賀茂

編

集

委

員

編集主任

成果刊行物責任者

事務長

(賀茂 )

大会報告執筆者 田方 駿東・沼津※3

研究冊子執筆者 三島 駿東

租税編集委員 6

各地区から教員 2X3
駿東から
小 1中 1 賀茂から小 1中 可※2 田方から小 1中 1※ 2

大会担当地区 駿東 。沼津 富士 賀茂 。東豆 三島・田方

令和 6年度 駿東・□回
ノ↓`8 /1ヽ 5 /1ヽ 6 小 4(田方 )

中公民 中地理 中歴史 (三島)

令和 9年度 三島・田方
′lヽ 6 ′lヽ 4 ノlヽ 5 /Jヽ 3

中地理 中歴史 中公民

令和 11年度 駿束・沼津

令和 14年度 富士



静 西 地 区 の ロー テ ー シ ョ ン                ZUZO・ ∠.10史赤)「

1令和7年度以降の社会科研究部 組織□―テーシヨンについて
O県部長及び事務長 (副事務長)は
① 志 太 → ② 磐 周 口湖 西 → ① 榛 原

B小笠 の3地区ローテーション
「榛原か小笠か」及び「磐周か湖西か」は話し合いで調整

O他は① 志太→② 榛 原 →① 小 笠 →④ 磐 周 →⑤ 湖 西 のローテーション
○れ義編集委員lま i― 1今ま|`11-.■●φ副部長|の夕と区|か|ら′lヽ中●名ずつ―選出す|なす||■●てい.た ,ヽ(|口|

都景不在0年もある|た0(|11■言|の会議謹鈍雰醇勲ⅢⅢ小|||1名 |ず|う選議する手||=するエ

【備考】※ l R8は志太が部長であるため、R9の榛原と入れ替え。租税委員は榛原のままとする。

※2夏季大会、大会報告執筆が「磐周・湖西」である。Rllの志太と入れ替えは×。

・異動等で任期 2年目が不可能になつた場合は、該当地区から選出する。

2夏季大会実践発表担当地区

※ 夏季大会担当地区及び榛原、湖西には配慮する。 (各 1分科会程度)

7

令和 8年度 令和 9年度 令和 10年度 令和 11年度 令和 12年度

夏季大会開催地 磐周 “湖西 志太

部長 (検長1) 志太

小笠副部長 触長2)

部長以外の地区
湖西 志太 榛原

磐周口匝園 静岡事務長 l教員1) 志太

副事務長 (翌年事務長) 磐周 ロロ

会計主任 磐周 “湖西 志太

会計監査 触長3) 榛原※ 1 志太※1 小笠 磐周 湖西

編

集

委

員

編集主任

成果刊行物責任者

事務長

(志太 )

事務長

(湖西 )

大会報告執筆者 磐周 日湖西 志太

志太研究冊子執筆者 湖西※2

租税編集委員 6

各地区から教員2X3
湖西から
′よヽ1中 1 榛原から小 1中 1※ 1 磐周から小 1中 1

年 度 大会担当 志太 榛原 小笠 磐周 湖西

令和 8年度 磐周・湖西 小 5・ 地理 歴史 公 民 ′lヽ 6 ノJヽ 3・ 4

令和 10年度 志太

令和 13年度 小笠・榛原

令和 15年度 磐周・湖西



様式 8

令和8年度 社 科 研究部 役員一覧 (案 )

氏 名 学 校 名 職名 Email 個別/共用

部  長 多々良 博之 焼津市立港小学校 検長 minato sho@city.vaizu.lg,ip 共用

副 部 長

駿東 校長 共用

静岡 校長 共用

事 務 長 望月 雅世 焼津市立豊田中学校 教諭 tovoda chu@citv.yaizu.1宜 !ip 共用

副事務長 静岡 教諭 共用

幹 事

校 長

＼

教職員

会 計 監 査

副部長 (駿東 ) 校長 共用

副部長 (静岡) 校長 共用

榛原 校長 共用

研究
大会

実行委員長 金原 辰夫 袋井市立今井小学校 校長 trnai― s@orange.ocninetip 共用

事務局長 杉枝 友哉 袋井市立袋井北小学校 教諭 kita―s@orange.ocn.neJp 共用

編 集
委 員

主 任 望月 雅世 焼津市立豊田中学校 教諭 tovoda chu@city,vaizu.I貿 jp 共用

大会報告
執筆者

磐周 教諭 共 用

研究冊子
執筆者

湖西 教諭 共用

研究部
成果刊行物
責任者

望月 雅世 焼津市立豊田中学校 教諭 tovoda chu@citv.vaizu.I宜 .ip 共用

会 訂

主 任 磐周 教諭 共 用

夏季大会 ″ ′′ ′′ ′′ 共用

評議員 部長と事務長は評議員を兼ねる

浄



株式5

令和8年度 社会科 研究部 事業計画書 (案)

静教研三大事業

研究部内の会議 (研究部委員研修会)等

研

究

大

会

開イ笹オ法 集合開催・リアルタイム配信

日 時 令和 8年 8月  5日 (水) 午後

会 場 磐田市ながふじ学府小中一体校

彦歩彰カロ激 200 脚 6 録 激 6

内 容

・全体会
。講演会
。発潮卦そ彗

等の概要

集合 :大会役員、磐周地区参加者、各地区発表関係者 (発表者・助言者等)

オンライン :その他の参加者

・研究主題  「社会的事象に主体的に向き合い、よりよい社会のあり方を追究し、
創り上げていこうとする子どもの育向

・分科会  小学3・ 4年、小学5年、小学6年
中学地理、中学歴史、中学公民  計6分科会発表
※発表20分、協議45分、指導講評 10分 (計 75分)

・講 演  講師 山田 大記 氏 6岡法人ReFrame副代表、ジュビロ磐田σ(Ol

胴

査

研

究

活

動

事 業 名 実施内容 (実施日・会場・内容9 参加者 。人数等

8月  5日 (水)
10月  8日 (木)
10月  9日 (金)
11月 19日 (木)
11月 20日 (金l
2月  4日 (木)
2月  5日 催渤

夏季研究大会 (磐周)

全中社研 (福島)

多悧断 鶴島)

全小社研 僚都)
〃

1

1

研

究

成

果

刊

行

刊行物名 内 容 干貯常陽貯l跡先・鵬

実践収録 夏季研究大会のまとめと各地区 (駿東、静岡、
士

太)の実践を掲載する。

HPに才局載

予定日時 会場 。方法 事業計画の概要 参加予定人数

5月 14日 υD

10月 中旬

2月 中旬

県教育会館・オン

ライン開催

県教育会館 。オン

ライン開催

県教育会館 。オン

ライン開催

第 1回委員研修会 細繊、三大事業 等

第 2回委員研修会 夏季研究大会報告 等

第 3回委員研修会 研究大会報告 等

26名

26名

26名

●

?



静教研 社会科教育研究部としての
研究成果刊行について<1>

2026. 2. 16

1 趣旨
・静教研三大事業の 1つ として、社会科教育研究部の研究・実践

。取組等の成果を会員に

広げ、本県社会科教育の発展に寄与する。

2 刊行物
・静岡県教育研究会HPに 「研究集録」をアップする。
・各地区は各校の会員が活用できるよう広報する。

3 研究集録の内容 (及び担当)

(1)各地区の実践 (部長及び副部長)
・部長及び副部長が自地区の実践を 1つずつ (静東、静岡、静西から1つずつ)

・小中の別、形式 。内容は問わない。ページ数も問わない A41枚でもよい。
・当該年度に取り組んだ実践や、地区の研修会で発表されたものを掲載する。

(2)夏季研究大会 (大会報告執筆者)
。「静教研だより9月 号」の原稿と同様でよい

(3)その他
。必要と思われるもの

(4)取 りまとめ担当 (編集主任)
・部長及び副部長は 12月 末までに編集主任に提出する。

・編集主任は各地区の実践と夏季研究大会の記録をHPにアップする。

4 その他
・部長及び副部長が夏季研究大会開催地区と重なつた場合は、各地区の実践は掲載 しな

くてもよい。 (例 :令和 7年度の静岡市 )
。教員や児童生徒の写真、氏名等個人情報に注意する。

。その他事情により、各地区の実践が掲載できない地区があつてもよいとする。

(研究部長 と相談する。)

その他の静教研全体への原稿提出

研究成果刊行について<2>

1 「静教研だより9月 号」
・締め切 り    8月   日 ( )
・担当      大会報告執筆者 (夏季研究大会実施地区)R8は 磐周
・内容      夏季研究大会のまとめ
・形式、提出方法 静教研事務局より晃示 される

2 研究冊子「ときめき かかわり 未来へつな ぐJ
・締め切 り
。担当

・内容

・形式、提出方法

10月  日 ()
令和 8年度は「湖西」
研究実践

静教研事務局より提示 される (A42ページ)

/D



様式 6

令和8年度 (社会科 )研究部 予算書 (案 )

積 算 内 容予 算 額科    目
56,000円 Xl人講 師56,0001 謝金
円 Xl人講 師

円 ※学校予算で計上役員旅費
2 旅費

会場借料 円

配信業者損料   418,000円
418,0003 借料 B損料

4 資料費
振込手数料5 通信運柵責 1,000

6 賃金
昼食代 (6分科会助言者)、 事務用品代17,0007 需用費

492,000

Ａ
　

研
究
大
会
費

小   計

円 X 人講 師1 謝金
円 X 人講 師

全小社研京都大会

全中社研福島大会

交通費22.

交通費32,

000円  宿泊12,000円
000円  宿泊12,000円

役員旅費 社員派遣 1名

役員派遣 1名

2 旅費 78,000

会場借料3 借料 日損料
4 資料費 10,000

5 通信運搬費
6 賃金

消耗品等7 需用費
88,000

Ｂ
　

調
査

研
究
費

小   計
編集委員 円 X 人

役員等
1 旅費

会場借料2 借料 B損料
3 資料費
4 通信運搬費
5 賃金

消耗品等6 需用費
0

Ｃ
　

研
究
成
果
刊
行
費

小   計

D 研究用図書購入責

580 000E  A+B+C

委員研修会費・通帳 (研究部)手数料等F 研究部内の会議費等
580,000G 総   計

//



令和 8年度 研究大会計画書

社会科教育  研究部 部長名 多々良 博之

※ 11月 14日 (金)〆切で事務局 (seikyoken@i五 s,OCn.ncjp)に 提出。 (現時点での案で可)

※ 書式は静教研ホームページに掲載してあります。

※ R8大会実行委員長説明会を12月 中にZoomに て開催します。詳細は追つて連絡します。

/?

開催日

(配信期間)

令和 8年  8月  5日 ( 水 ) 午前・圧墾}終 日

開催方法
集合開催 リアルタイム配信 オンデマンド配信

ハイブリッドの場合は複数にOを

会 場
磐田市ながふじ学府小中一体校  438-080 静岡県磐田市加茂 243

録画会場  )

大会テーマ
社会的事象に主体的に向き合い、よりよい社会のあり方を追究し、

創り上げていこうとする子どもの育成

内 容
集合 :大会役員、磐周地区参加者、各地区発表関係者 (発表者・助言者等)

オンライン :その他の参加者

1 分科会
小学 3・ 4年、小学 5年、小学 6年

中学地理、中学歴史、中学公民  計 6分科会発表
※発表 20分、協議 45分、指導講評 10分 (計 75分 )

2 全体会
基調講演 (75分)含む

※分科会数  ( 6 ) ※協議の場  ( 征
)

講 演
講師氏名 山田 大記

所属・肩書き NPO法人 ReFrame副代表、ジュビロ磐田CR0

令和 9年度研究大会の開催地域 令和 10年度研究大会の開催地域

田方地区 志太地区

全国大会等の有無 令和  年度 (全国 。東海北陸・中部地区・関東甲信静 )大会

備   考

令和 8年度 大会実行委員長 (予定)

氏名 ( 金原 辰夫 )  校名 ( 袋井市立今井小学校 )
E―mail (  imai― sOorange.ocn.ne.jp  )

令和 8年度 大会事務局長  (予定)

氏名 ( 杉枝 友哉 )  校名 ( 袋井市立袋井北小学校 )
E―mail (  kita― sOorange.ocn.ne.jp  )



静教研社会科研究都第 1号

令 和 8年 3月 31日

関係学校長 様

令和 7年度静岡県教育研究会社会科教育研究部第 1回委員研修会
の開催について (通知)

このことについて、下記により開催 します。

ついては、貴職または関係職員の出席に御配慮願います。

記

1 日 時  令和 8年 5月 14日 (本)午 後 2時 30分から
Z00M開催

※ミーティング IDとパスコー ドは新年度にお知 らせ します。

※部長、事務長、副事務長は 13:30に静岡県教育会館に参集 してください。

2 参加者 各地区代表校長、教員

(新年度に入りましたら名簿を送付します。)

3内 容
・部長講話
。今年度の研究部活動計画に関する研究協議
。その他

4 その他
・参加・不参加について、別紙 (次ページ)に記載し事務長まで FAXで提出をお

願いします。 (5月 8日 (金 )まで)
・奮料 につ いて は 5月 12 日以 隆 t 静教秤HPか らダウンロー ドカ lノてくださセヽハ

会

明

部

之

究

伸

究

博

県

　

社

岡

長

　

長

静

会

同

都

担 当
焼 津 市 立 豊 田 中 学 校

事 務 長  望 月  雅 世
電  言舌    054-627-1166
FAX    054-626-1934

だ



FAX送 信 票

送信日時 令和 8年  月  日 (  )

送信先

静教研 社会科研究部 事務長

焼津市立豊田中学校 望月 雅世 宛

FAX    054-626-1984

要 件 社会科教育研究部第 1 □ 委員研修会の参加報告

連絡事項

静岡県教育研究会

社会科教育研究部

第 1 □ 委員研修会

(ZOOM開催)
に参加

送信部数 本票のみ

発信者

学校筈 市立 学校

筈 :氏

5月 8日 (金)までにご送信ください。

/宰



メールアドレス

釦inato shoつ c■ v vaizど lR ip

tovoda chu@city vaizυ .1窟、ip

053-594-2639

053-576-0782

FAX

054-623-5852

054-626-1934

054-623-5852

054-626-1934

0538-43-2317

0538-43-5474

0550-87-0598

055-992-2010

054-257-8932

054-395-2322

電話番号

054-624-0210

054-627-1166

054-624-0210

054-627-1166

0538-42-2950

0538-42-3024

0550-87-0033

055-992-0157

054-259-7516

054-395-2321

053-594-0058

053-576-0032

学校住所

焼津市石津港町402

焼津市小上3012

焼津市石津港町40-2

焼津市小±301-2

袋井市太田692

袋井市久能1580

御殿場市神山478-2

裾野市佐野450

静岡市駿河区東新田三丁目101

静岡市清水区和田島303

湖西市新居町新居1770

湖西市鷲津629

一Ｔ

425-0042

425-0086

425-0042

425-0086

437-0052

437-0061

412-0033

410-1118

421-0112

424-0403

431-0302

431-0431

学校名

焼津市立港小学校

焼津市立豊田中学校

焼津市立港小学校

焼津市立豊田中学校

袋井市立今井小学校

袋井市立袋井北小学校

御殿場市立神山小学校

裾野市立西中学校

静岡市立長田東小学校

静岡市立両河内小中学校

湖西市立新居小学校

湖西市立鷲津中学校

氏名

多々良 博之

望月 雅世

多々良 博之

望月 雅世

金原 辰夫

杉枝 友哉

倉澤優司

松永 圭司

木内敦

尾崎 弘剛

新村 礼斗

西田 純也

職名

校長

教諭

校長

教諭

校長

教諭

校長

教諭

校長

教諭

校長

教諭

校長

教諭

校長

教諭

校長

教諭

校長

教諭

校長

教諭

校長

教諭

校長

教諭

校長

教諭

教諭

教諭

教諭

教諭

教諭

教諭

教諭

地域名

研究部長

事務長

賀茂

田方

東豆

三島

駿東

沼津

富士

静岡

志太

榛原

ノ」＼笠

磐周

湖西

会計

静東小学校

静東中学校

静岡小学校

静岡中学校

静西小学校

静西中学校

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

租

税

リ

ー

フ

担

当

(1)令和 8年度 静岡県教育研究会 社会科研究部 委員名簿

締め切 り

送付先

別紙様式 1

◎記入例を参考に、ご自分の地区のところに校長、教諭それぞれ入力してください。

・すべての項目を入力してください。

・数字等 (郵便番号、番地、電話番号、FAX、 メールア ドレス)はすべて半角でお願いします。

・メールアドレスは個人のメールよりも学校のメールが望ましいです。 (イ国人のものでは送信されない場合がありました)

・メールアドレスに間違いがないかチェックをお願いします。

◎駿東、静岡、湖西地区は租税 リーフ担当の所属先の確認をお願いします。

・ 2年任期で、令和 8年度は2年 目となりますので、基本的に継続となります。

・所属先が変われば (異動したら)着色部分を修正してください。
・担当者を変更する場合は、氏名から修正をお願いします。

令和 8年 4月 20日 (月 )メ ールによる

令和 8年度研究部長 焼津市立港小学校長 多々良 博之
＼
「

釦inato shoOcity、 vaizJ l貞 i,

tovodθ chuOcity vaizu.1宜 ,9

ilT 91-31DOral¬ 質e.ocn ne tp

kita― s@orantte ocnine,っ

k ltt a― e

shi

araie(ω ()itv kosai― s之 ().ed,ir)

wash:zuihOcitv kosai一 szo ed,ip
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